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小田原宿なりわい交流館耐震改修工事について 

１ 目 的 

歴史的風致形成建造物であり、令和４年(2022 年)に登録有形文化財にも

登録された小田原宿なりわい交流館の維持・保全を図って利用者等の安全を

確保し、かまぼこ通り周辺地区における情報発信・回遊拠点として、将来に

わたり利活用を続けていけるよう、耐震改修工事等を実施する。 

 

２ 事業概要 

なりわい交流館の長期的な利活用に向けて、令和４年度に耐震診断を実施

し、その結果に基づき令和５年度(2023 年度)に実施設計を行った。これを踏

まえ、令和６年度(2024 年度)に改修工事を実施する。 

物件が登録有形文化財であることから、現状の外観保持を最優先に考慮し、

壁補強等の改修工事を行う。 

 

３ 予算額 

58,090 千円 

内訳 委 託 料 工事監理業務 

    工事請負費 耐震改修工事 

 

４ 財 源 

社会資本整備総合交付金（国１／２） 

 

５ 工 期 

令和６年（2024 年）８月～令和７年(2025 年)３月 
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地魚の魅力体感ツアー事業について 

 

１ 目 的 

小田原市公設水産地方卸売市場(以下「水産市場」という。)は、県内随一

の取扱魚種の豊富さを誇り、相模湾沿岸の漁場から高鮮度の地魚が水揚げさ

れ、独特の方法によりセリにかけられるとともに、全国各地から陸送で運び

込まれた鮮魚も取扱われている。 

本事業は、地魚及び水産市場、そこで働く人々の生業を地域資源として捉

え、その魅力を体感できるツアーを開催することで、小田原の地魚が持つ魅

力をさらに地域内外に広めるとともに、移住定住につながるきっかけとする。 

 

２ 事業概要 

  水産市場は買受人と呼ばれる、売買参加資格者のみが入場を許されている。

そこで、一般の方を対象としたセリ見学と、地魚を朝食として食べられるツ

アーを開催し、普段体感することの出来ない特別な時間を提供する。 

 

３ 予算額  

2,000 千円 

  内訳 報償費 ツアーガイド等への謝礼 

     需用費 見学者及び説明者用ガイドマイクほか消耗品 

     役務費 広告宣伝費(SNS 広告等) 

     委託料 地魚の魅力体感ツアー事業運営 

 

４ 財 源 

  移住・定住・交流推進支援事業助成金（補助率 10/10） 

 

５ 事業スキーム図 

 小田原市  受託事業者  

ツアー参加希望

者  

参加申込  

ツアー実施  

水産市場セリ見学＆朝食ツアー 

委託  
開催にかかる経費  

 



 

3 

復興事前準備推進事業について 

 

１ 目 的 

神奈川県西部地震等の大規模地震やそれに伴う津波災害、近年、発生頻度

が高まっている豪雨災害など、大規模自然災害に対応するため、平時から災

害の発生を想定し、被災後に迅速な復旧・復興を図るための事前準備として、

被災規模に応じた復興まちづくりの目標や実施方針、目標の実現に向けた課

題及び課題解決のための方策をとりまとめる「事前復興まちづくり計画」の

策定に向けた取組を進める。 

２ 事業概要 

令和６年度（2024 年度）については、

都市計画区域（市域全域）を対象に、

都市計画基礎調査等の様々な資料か

らまちの現況を表す基礎データを整

理し、被害想定と重ね合わせる（GIS デ

ータ）ことで、面的な復興が必要にな

ると想定される区域を抽出し、計画策

定の基礎資料を作成する。 

被害想定は、地域防災計画で想定し

ている災害（地震、津波、水害）を基

本とする。 

３ 財 源 

  社会資本整備総合交付金 都市防災総合推進事業（防災・安全交付金） 

  （補助率１/３） 

４ スケジュール 
令和６年度（2024 年度）  令和７年度以降（2025 年度以降）  

  

 

（まちの基礎データと被害想定の重ね合わせ） 

被害規模の想定イメージ 

築年数の古い建物が 
密集している地区 

道路幅員が狭い地区 

情報の重ね合わせ 

地震・津波の被害想定 

地震による建物の倒壊等
の恐れのある地区 

 
建物の倒壊による避難路
の封鎖の恐れのある地区 

・実務マニュアル作成 
・計画策定に係る有識者等からの意見聴取 
・市民との意見交換 
・事前復興まちづくり計画の策定 

復興事前準備  
基礎調査業務委託  
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急傾斜地崩壊対策促進事業（城山Ｄ地区）について 

 

１ 目 的 

  県が実施する急傾斜地崩壊対策事業について、県と市町村が締結している協定に

基づき、事業費の一部を負担する。 

城山Ｄ地区については、関係地権者との合意に基づき、令和６年度（2024 年度）

当初予算で予定していた現況測量に加え、境界測量を実施して事業の推進を図る。 

 

２ 補正予算の事業内容 

  境界測量  延長 約 165ｍ 高さ 約 10ｍ 

 

３ 負担割合 

20％  

 

４ 位置図  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

Ｎ 

事業箇所 

・丹羽病院 

神奈川県・ 
小田原合同庁舎 


